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北
海
道
雪
氷
桜
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会（
委
員
長
・

越
智
文
雄
あ
か
り
み
ら
い
社

長
）
は
８
月
25
日
の
北
海
道

マ
ラ
ソ
ン
で
、
平
岸
町
内
会

有
志
の
協
力
を
得
て
コ
ー
ス

沿
道
で
の
“
花
応
援
”
を
行

っ
た
。

　

東
京
五
輪
の
男
女
マ
ラ
ソ

ン
で
、
沿
道
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
ベ
ラ
ン
ダ
や
私
有
地
敷
地

で
花
を
振
っ
た
応
援
が
最
初
。

４
回
目
の
今
回
、
当
別
町
の

農
家
か
ら
提
供
を
受
け
た
ひ

ま
わ
り
は
昨
年
か
ら
増
や
し

５
０
０
本
を
用
意
し
た
。

　

市
民
ラ
ン
ナ
ー
は
手
を
振

り
な
が
ら
「
き
れ
い
！
」「
あ

り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て

い
た
。
中
に
は
、
立
ち
止
ま

っ
て
写
真
を
撮
っ
た
り
、「
１

本
く
だ
さ
い
」
と
ひ
ま
わ
り

を
キ
ャ
ッ
プ
に
挟
ん
で
走
り

続
け
る
人
も
い
た
。
平
岸
ハ

イ
ヤ
ー
本
社
前
の
恒
例
応
援

と
し
て
覚
え
て
い
る
ラ
ン
ナ

ー
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

 

「
来
年
は
、
他
の
市
町
村
か

ら
も
ひ
ま
わ
り
の
寄
贈
を
受

け
て
数
千
本
規
模
の
応
援
ベ

ル
ト
地
帯
を
作
り
、
東
京
五

輪
の
レ
ガ
シ
ー
と
い
え
る
こ

の
市
民
応
援
を
、
北
海
道
マ

ラ
ソ
ン
の
風
物
詩
と
し
て
定

着
さ
せ
た
い
」（
実
行
委
）

 

「
ゴ
ー
ル
ま
で
１
㌔
を
切
っ

た
道
庁
前
。
チ
ア
の
応
援
で

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」

　

北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
の
常
連

ラ
ン
ナ
ー
が
こ
う
話
す
の

は
、
ラ
ン
ナ
ー
公
式
応
援
団

の
「
Ａ
Ｊ
Ｏ
北
海
道
☆
朝
チ

ア
部
」
だ
。

　

こ
の
チ
ア
応
援
団
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
の
応
援

文
化
を
広
げ
る
こ
と
で
、
人

や
社
会
を
元
気
に
し
、
幸
福

度
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に

発
足
し
た
一
般
社
団
法
人
全

日
本
応
援
協
会
（
Ａ
Ｊ
Ｏ
）

の
メ
ン
バ
ー
。
朝
の
駅
前
で

出
勤
途
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

ら
を
勝
手
に
応
援
す
る
「
朝

チ
ア
」
と
い
う
活
動
を
15
年

間
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

は
東
京
を
中
心
に
活
動
し
て

き
た
が
、
今
年
、
北
海
道
支

部
を
結
成
し
た
。

　

北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
の
応
援

は
「
応
援
ゲ
ス
ト
」
と
し
て

出
演
し
た
昨
年
に
続
く
。
前

回
は
東
京
の
メ
ン
バ
ー
が
駆

け
つ
け
た
が
、
今
回
は
道
産

子
で
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
。

　

代
表
理
事
の
朝
妻
久
実
さ

ん
は
名
寄
市
生
ま
れ
、
旭
川

市
育
ち
。
旭
川
観
光
大
使
を

務
め
る
。
著
書
に
『
誰
か
を

ち
ょ
っ
と
応
援
す
る
だ
け
で

し
あ
わ
せ
に
な
る
！
』（
ア

ス
コ
ム
刊
）
が
あ
る
。

▲地域の住民らが平岸街道でランナーを〝花応援〟

▲どんな時も〝本気で応援〟

北
海
道
雪
氷
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
が

北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

ナ
ー
を“
ひ
ま
わ
り
”で
応
援

北
海
道
支
部
設
立

　
の

全
日
本
応
援
協
会

応
援
文
化

　
を

広
げ
元
気
に
！
幸
せ
に
！


